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序 文

大東市の東方に響える飯盛山は、麓の野崎駅や四条畷駅からも近く、

気軽に登ることができるため、市外からも多くの人が訪れています。山

頂からの眺望はすばらしく、大阪平野や北摂地域はもちろんのこと、晴

れた日には遠く京都方面まで見渡すことができます。ここに築かれたの

が飯盛城で、自然の要害に守られた中世屈指のこの山城は、今も各所に

石垣や曲輪を残しています。

戦国時代、ここを居城としたのが「薬PA‐4」 と呼ばれる三好長慶でした。

彼は畿内統一に成功し、永禄 2年 (1560)から亡くなる永禄 7年 (1564)

までのわずか4年足らずの間でしたが、ここが政治の中心であったと言

つても過言ではありません。そのような意味において、飯盛城は歴史的

に重要な役割を果たした城と言えます。

今回、飯盛城の測量調査を初めて実施いたしました。最新の測量技術

により、縄張図を作成することができ、また現地踏査では、新たな知見

も得ることができました。

今後、調査結果を踏まえて、保存・活用について考えていく所存です

が、飯盛城は本市域と四條畷市域にまたがつて存在しており、それには、

両市の連携・協力が不可欠であると考えています。

最後になりましたが、測量調査・現地踏査をご指導いただきました、

滋賀県立大学中井均准教授の他、ご協力いただいた関係各位に感謝の意

を表しますとともに、今後もご指導。ご協力をお願いいたしたく存じま

坑

平成 25年 3月 31日
大東市教育委員会

教育長 亀岡 治義



例 言

1.本書は飯盛出城遺跡の測量調査報告書である。

2.調査は、大東市教育委員会生涯学習謀が実施し、同課黒田淳が担当し亀

3,現地での測量調査は平成24年 優012)1月 5・ 6・ 11・ 12・ 13日 |の 5日間実施し、同年 3月 31日ま

で図面の作成を行つた。

4.現地での測量調査ならびに縄張図作成は、滋賀県立大学准毅擬中井均氏の指導の下、株式会社アコー

ドに委託を行い実施した。

5,「飯盛山城遺跡」は、月知の埋蔵文化財包蔵地 (遺跡)の登傷おである。本書のタイトルや挿図名は
これを使用しているが、本文中では文献史料に基づき、聰癖秘茂」を使用している。
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第 1章 調査に至る経緯

大東市と四條畷市域にある飯盛城は、中世山城跡

として周知されており、現在も曲輪や石垣が良好に

残つている。

飯盛城については既に『大東市史』
磁Dや『四條

畷市史』磁うに紹介されており、曲輪の位置と名称

が付された縄張図も掲載されているが、これは昭和

40年代頃、地元の四條畷高校地歴クラブの調査記録   写真 1 大東市域から望む飯盛山 (西より)
を基に作成されたものである。その後、研究者が現地踏査を行い作成した縄張図も、関係出版物に掲載

儘めされている。その図面は、歩測によるものであるが、城郭の構造を理解している研究者が作成した

ものであるから、その精度は高く、また近年は距離計も併用され、より精度の高い縄張図が作成されて

いる。しかし、これまでの測量では曲輪の位置自体に国土座標の情報が与えられていないため、既存の

地形図に正確な位置を挿入した縄張図となっていない。そういつた意味で、飯盛城に関しては、基本と

なる正確な縄張図が存在していないのが現状であった。

その一方で、中世城郭研究が進展するなか、飯盛城はその規模や遺構の遺存状況、歴史的背景として、

戦国期時代に一時的に政権を奪取した三好長慶の居城として重要な役割を果たしたことで注目されつつ

ある。今後、保存・活用を検討していくことになれば、基本となる浪1量図 (縄張図)が必要となるので、

基本図面作成のための測量調査を実施することになつた。前述のとおり、縄張図については、既に研究

者によりある程度の精度で作成されており、今回は調査指導を依頼した中井均滋賀県立大学准教授が作

成していた既存の縄張図を基に曲輪の位置を計測し、それを2500分の 1大東市都市計画図に挿入した基

本図面を作成することにした。さらに、測量調査と並行して現地踏査も実施し、石垣の場所、曲輪の確

認を行つた。さらに城域の範囲確定にも関係してくる南方部での曲輪の有無を確認するため現地踏査を

実施した。

また、飯盛城の城域は四條畷市におよぶため、全体の縄張図の作成のためには、四條畷市域部分の縄

張図が必要となる。今回は四條畷市教育委員会でも同様の方法で測量調査と現地踏査を実施して縄張図

を作成しているので、両市の図面を合わすことで、飯盛城全体の縄張図が完成することになる。

第 2章 調査方法

今回の沢J量は山中での作業となるため、従来のテー

プによる計浪1や トータルテーションによる計沢Jでは、

樹木やブッシュ等の存在が計測の障害となり、作業の

進捗にも大きく影響を及ぼす。しかも、限られた期間

で成果を得なければならない。これらの問題点を回避

するため、GPS衛星からの電波を利用して各曲輪の位

置を計測する方法を採用することにした。

採用したのは、GPS測量のなかでも最新の「VRS―GPS

測量」で、「仮想基準点方式」とも呼ばれ、国土地理院 写真 2 淑1量作業状況



の電子基準点御 1データを利用する方法であ

る。その仕組みは、第 1図に示すとおり、電

子基準点の位置情報と衛星からの情報を携帯

電話回線を通じ「計算センター」で解析し、

観測位置の座標値を求めるものである。この く
※ 5個以上の衛星

方法の利′点は、GPS受信機 1台でリアルタイ 潔
ムにデータを受信して観測できること、しか

も観測精度が誤差 2～3 cmと高精度であるこ

と、携帯電話の電波が通じて、受信機のアン

テナ上空に衛星の電波が受信できるだけの空

間があれば、一人でも観沢1可能で、観測時間

も 1測点を数分で済ませることができること、

また、テープによる計測のように、樹木等の

障害物の影響に大きく左右されない点である。

ただ、調査を開始してすぐに判明したこと

電子基秦点

第 1図 VRS一 GPS測量の仕組み

であるが、予想外に携帯電話 (NTT)の電波の受信状況が悪かつたため、今回はそのような場所について

は、受信状況の良い地点で基準点を設置し、補足的にその地点からトータルステーションを用いて各曲

輪の位置を計測した。

第 3章 飯盛城の概要

第 1節 位置と環境
飯盛城は、河内平野の東部に横たわる生駒山地

の北部を構成する標高約 314mの飯盛山に築かれ

ている。

飯盛山の特徴は、南北に走る稜線は疫せ尾根で、

西側は急峻な尾根が幾筋も張り出し、東側は室池

を水源とする権列 ||に刻まれた深い谷で遮られ、

北端は交野台地に向かって細く突き出し急激に高

度を下げていることである。山頂からの眺望はす

ぐれ、大阪平野全体はもちろんのこと、遠く京都

方面まで一望することができる。西側山麓には、

河内平野を南北に縦貫する東高野街道が走り、北

側は清滝街道、南側は中垣内越え (古堤街道)の、

河内と大和を結ぶ街道が走っている。

このように、飯盛城は自然の要害に恵まれ、交

通の要衝に位置している。

〆

|

‐

∬

第 2図 飯盛山位置図
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第 2節 歴史
飯盛城の起源は定かではないが、『太平記』巻26四條縄手合戦 (1348)に 「飯盛山」の記述 儘つがあ

る。これは単なる古戦場としての解釈がなされているが、南北朝時代の頃より軍事的に重要な場所であ

つたことを示しているものと考えられている。

城として整うのは戦国時代に入つてからで、畠山家臣の木沢長政が城主となってからとされている。

その後、在地の上豪である安見直政が城主となるが、永禄 2年 (1559)に河内進出の機会を伺っていた

=好長慶がこれを破り、永禄 3年 (1560)11月 、それまでの居城であつた列 |1山城を,獣子義継に譲り飯

盛城に移つた。長慶はここを拠点として畿内を支配するのであるが、その盛期は短く、僅か4年足らず

の、永禄 7年 (1564)に長慶は亡くなり、永禄 11年 (1568)に織田信長が入洛すると、長慶の後、飯盛城に

あった義継は若江城に移り、飯盛城には畠山昭高の家臣遊佐信教が入城する。しかし天正 4年 (1576)、

信長に攻められ落城し、以後廃城となつた。

このように飯盛城は、戦国期に築かれた多くの山城と同様の末路をたどることになったが、長慶が城

主であった頃はここが政治の中心であり、歴史的に重要な役割を果たした城であった。

第 3節  『大東市史』と『四條畷市史』に記載の飯盛城
飯盛城は北部が四條畷市、南部が大東市に属している。既

惇[(曲輪)」 名称対照表
に刊行されている『大東市史』と『四條畷市史』には、飯盛

城についての記述があるが、曲輪の名称や城域等の内容に差

異がある。ここでは両市史の記述内容を整理しておく。

先ず曲輪についてであるが、『大東市史』では、曲輪の総数

について東西に派生する尾根に設けられたものも含め「ざつ

と確かめられるだけでも、大小七〇近い郭や砦の跡が」ある

としているが、曲輪の名称の由来についての記述はない (「郭」

の表記は『大東市史』、『四條畷市史』の原文による)。 一方、

『四條畷市史』では「江戸期の飯盛山地図儘0(大東市北条 。

某氏所蔵)の中に「千畳敷、高櫓、馬場、御体塚」の四地賂

を残している」として、古くから残る名称はこの4箇所で、

それ以外の曲輪の名称は、四條畷高校地歴クラブが「南より、

南の九、二の丸、本丸、北丸、北―の出丸、北二の出丸と名

付けた」ことに由来し、便宜上後世になって付けられたもの

であると記述している。

『四條畷市史』の後に刊行された『大東市史』もこれに倣

つていると考えられるが、曲輪の名称は異なっている。『大東

市史』では、最北端の曲輪を「北の九二の出郭」とし、南ヘ

「北の九一の出郭」、「Hヒの丸郭」、唯,体塚郭 建0」 と順に続

き、「御体塚郭」までを「北の丸」としている。昨,体塚郭」

から南に続くのが「三本松郭」、「穴口出郭 Oの」、「穴口郭」、

「展望台郭」、「高櫓郭」で、ここまでを「中の丸」としてい

大東市史 四條畷市史

(北の丸)北の丸二の出郭 ニノ丸北出郭

(北の丸)北の丸―の出郭 ニノ丸北郭

(北の丸)北の丸郭 ニノ丸史蹟碑郭

(北の丸)御桐鬱蒔B ニノ丸御体塚郭

(―の丸)三本松郭 本丸三本松郭

(―の丸)穴口出郭

(―の丸)穴口郭 本丸倉屋敷郭

(―の丸)展望台郭 本丸展望台郭

(―の丸)高櫓郭 本丸高櫓郭

(本丸)北出郭

(本丸)本丸北郭

本丸千畳敷郭(本丸)本丸中郭

(本丸)千畳敷郭

(本丸)千畳敷出郭

(千畳敷郭の南

端の上塁を盛っ

た櫓跡)

(南の出丸)ヨボシト砦

(南の出丸)最南端砦 1

(南の出丸)最南端砦 2

馬場 (郭 ) 馬場

‐
3‐



る。さらに南には、「北出郭」、「本丸北郭」、

「本丸中郭」、「千畳敷郭」があり、土塁が残

る南端の「千畳敷出郭」までを「本丸」とし

ている。城の出入口である虎口は「千畳敷出

郭」にあり、「大手門」と表記している。両市

史の曲輪の名称は、表に示すとおりである。

次に城域であるが、両市史では北端は一致

しているものの、南端は異なつている。『四條

畷市史』では「周囲の地勢から判断して、こ

の池を堀代わりとし、常時には飲料水に使用」

し、「この池より以北、起伏する一粁の脊梁を

飯盛城と限定」し、南方にある桜池、南池、

尻池磁0までの約 1000mと しているのに対し

て、『大東市史』では、縄張図において池より

さらに南に曲輪の存在を図示し、ここまでを

城域と考え、「南北 1200m、 東西約 500m」 と

してヤヽる。

その他、現在楠公寺の建つ平坦地を馬場と

して、ここに厩舎があったとされ、『大東市史』

では「馬場郭」の名称を与えている。ttT■ lil

の谷に沿つて、兵馬はここまで上がってくる

ことができたこと、さらに「金明水」なる井

戸が存在していたことが両市史では記されて

いる。ただ、井戸の場所については、『大東市

史』では「馬場の北を道からやや下つた処」

とし、『四條畷市史』では「高櫓山頂より東方

五〇米の藪中に」あると記述されており、か

なり異なっている。

第 4章 調査成果

今回の測量調査により作成された縄張図が

第 4図で、使用した地形図は、大東市の 2500

第3図 飯盛城縄張図 (『大東市史』に加筆)

分の 1都市計画図である。北側の白抜き部分が四條畷市域で、一点波線が市境界を示している。

これによると、飯盛山南北尾根上の「御体塚郭」以北の曲輪とその南にある「三木松郭」の東側約半

分、これらと「穴口郭」から東に派生する尾根上にある曲輪、石垣、「展望台郭」から東へ派生する尾根

上の曲輪と石垣の北約半分は四條畷市域に属し、「三木松郭」以南は大東市域に属している。

今回の現地踏査で確認することができたのは、下記に示すとおりである。

】ヒから,医イこ証及【ナると、

”
椒
ぺ
卸
い

ク移
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第4図 飯盛城縄張図

↑瓜【ヽ「卜ヽ

四條畷市

蝸
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鯉咀__聖___坐 二__109  ?00m 郭 (曲輪)の名称は『大東市史』による

“
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①「御体塚郭」西4興I尾根に6段から構成される由輪群 駐のが確認されている。

②「穴口郭」西側尾根に大小 8段から構成される曲輪群 鮭Oが確認されている。

③「展望台郭」東側には2段の帯曲輪と、その先の東側尾根に3段から構成される曲輪群が確認されて

ヤヽる。

④「高櫓郭」の南方に尾根を切断する堀切が確認され、西側斜面に続き竪堀となつている。

⑤「北出郭」「本丸北郭」「千畳敷郭」は合わせて6段の曲輪から構成されている。

⑥「千畳敷郭」西側に土塁が設けられ、南西に派生する尾根先端に堀切が確認されている。

⑦土塁が設けられている南端の「千畳敷出郭」は3段の曲輪で構成され、その南側で畝状堀切群が確認

されている。

③楠公寺の建つ「馬場郭」南の谷筋開口部に土塁 は0の存在が確認された。

③桜池、南池、尻池より以南の東西に、『大東市史』の縄張図に示されている由輪を再確認することがで

きた。

という点であり、このように、現状でも多くの遺構が残つていることが確認された。

また、城域についてもほぼ確定することができた。『大東市史』における「南北 1200m」 の根拠とな

つている、池より以南の曲輪を再確認しているが、中井氏によると、この曲輪は、あくまでも南方の守

備を固める城外施設と考えるのが妥当であるとの指摘があった。また、これまで北端とされていた四條

畷市域の「北の九二の出郭」は自然地形であることも指摘されている。したがつて、城域は「北の九一

の出郭」から、南の大手門 (虎口)までとするのが妥当であり、南北約 650mであることが確定した。

東西は、新たに確認された曲輪や堀切のある箇所を考慮すると、約 400mになることが明らかになつた。

第 5章 まとめ

今回の調査により、由輪・石垣 。堀切等の

遺構が今でも良好に残されていることが確認

できた。また、大東市域だけでなく、四條畷

市域の縄張図も作成され、飯盛城全体の縄張

図を作成することができた。この縄張図は今

後の調査を進めていくうえで、基本図面とな

るもので、その意義は大きい。

飯盛城は、今日、中世としては全国屈指の

規模を誇る山城の評価が与えられつつあり、

今後の保存活用が期待されている。とはいえ

山城としての調査は端緒についたばかりであ

り、飯盛城の構造を明ら力Wこするためには、

主要な曲輪や堀切、石垣についての考古学的調査 駐②が必要であると考えている。

今後は大東市、四條畷市の両市で連携 は0をはかりながら、調査を進めていきたい。

写真 3 高櫓郭東下に残る石垣
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誰

・ (1)『大東市史』大東市教育委員会 1973

(2)『四條畷市史』四條畷市教育委員会 1972

(3)『日本城郭体系』12巻 爛新人物往来社 1981、『図説中世城郭事典第 3巻』 編著村田修三 爛新人物往来社 1987

『戦国の城西国編』 著者西ケ谷恭広 爛学習研究社 1992な ど

(4)『太平記』巻26四條縄手合戦「楠定テ難所フ前二営テ相待ツラ胤 (中 Hel三軍二所二分レ、(中略)縣下野守フ旗頭

トシテ、其勢工千鍛箭飯盛山二打上テ、南ノ尾崎二押タリ。」

(5)元禄元年 (1688)の水争い和解の裏書を持つ『北条 。南野水論絵図』 (北条・モコ|1家蔵)のこ≧を指していると推定

されるが、この絵図には石垣と曲輪が描かれているが、曲輪の名称は書かれていない。

(6)永禄 7年 (156り に亡くなった長慶の喪は2年間伏せられ、永禄 9年 (1566)に人尾の真感寺葬られるまでの、仮埋葬

地と伝承されている。

(7)「穴口」の名称の由来は不明である。『四條畷市史』では「倉誹 陶 の名称を与えているが、これも確たる根拠は無

ヤヽ。

18)この二つの池に関しては、(5)の絵図にも描かれているが、飯盛城が機能していた時期に既に存在していたかどうか

は検討を要する。

(9)四條畷市域にあたる東側には石垣を構築し3段から構成される曲輪群と先端に4本の堀切を設け8段から構成される

曲輪群が確認されている。これより以北の東西尾根には曲輪群は確認されていない。

(10)四條畷市域の東側尾恨には、先端に堀切を 2重に設けた大小 8段から構成される曲輪群と先端に 2本の堀切が確認

されている。

(11)中井氏による≧、谷を塞き止める水の手である可含旨性を指摘されている。

(12)未報告であるが、昭和 63年と平成元年には開発に伴う発掘調査が実施されている。昭和 63年の調査は、桜池から

南方約 300mの谷部分において、大学のグランド造成に伴い実施したもので、古墳時代から中世の遺物が出土したが、城

に関連する遺構は検出されていない。平成元年の調査は、町纏場醇Б」において、FM基地局建設に伴い実施したもので、

既設FM基地局の南側斜面において、ピント、溝、落ち込み等の遺構を検出している。

(13)今回の調査で、城域は共通の認識を得ることができた。今後、連携して調査を進めていくためには、各曲輪の名称

の統二が必要であると考えている。

・
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